
K : D N A最終面から Ⅰ面／陸上競技部・長距離ブロック男子 「大学三大駅伝」へ勝ちにいく　Ⅱ面／K-SPRITS 蹴球部 10年ぶりの1部優勝へ「チームに団結力」

主な内容 ２面／宮家伝来の新収蔵品を初公開　３面／国立歴史民俗博物館と包括連携協定締結
４・５面／特集 2020年東京五輪・パラリンピックへ 院友たちの挑戦 ６面／インフォダイジェスト

祭　儀 ■ 月次祭　10月１日（火）　午前10時　神殿

9
2019

No. 682

令和元年９月20日㈮　　定期号（毎月20日発行） １部20円
［発行］国学院大学　［編集］総合企画部広報課　〒150-8440 東京都渋谷区東四丁目　［電話］03（5466）0130　［FAX］03（5466）0528

に
を
か
し
け
れ
」（
百
八
十
八
段
）
と
、
台
風

に
よ
る
強
風
に
見
舞
わ
れ
た
翌
日
は
し
み
じ
み

と
し
た
趣
が
あ
る
と
い
う
が
、
現
代
は
そ
う
は

い
か
な
い
▼
今
年
も
時
を
違
わ
ず
、
佐
賀
県
を

中
心
と
す
る
九
州
地
方
に
は
大
雨
が
、
そ
し
て

関
東
地
方
に
は
台
風
15
号
が
直
撃
。
特
に
千
葉

県
内
で
は
長
引
く
停
電
の
影
響
が
深
刻
だ
。
一

刻
も
早
い
復
旧
を
祈
り
た
い
▼
こ
の
夏
は
連
日

の
猛
暑
の
中
、
甲
子
園
で
の
国
学
院
久
我
山
野

球
部
の
活
躍
に
胸
を
躍
ら
せ
た
読
者
が
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
全
員
野
球
を
掲
げ
る
チ
ー

ム
ら
し
く
、
持
ち
味
の
集
中
打
で
逆
転
し
て
勝

ち
取
っ
た
１
勝
と
、
聖
地
に
初
め
て
流
れ
た
勝

利
の
校
歌
は
歴
史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
刻
ん

だ
▼
大
学
ス
ポ
ー
ツ
も
各
競
技
で
秋
の
大
会
や

リ
ー
グ
戦
が
佳
境
に
入
る
。
学
生
た
ち
の
熱
戦

と
、
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
勝
利
を
称
え
る
機

会
が
多
く
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

富
山
市
八や

つ

尾お

町
で
は
、
毎
年
９
月
１
日
か
ら

３
日
ま
で
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
が
行
わ
れ
る
。

編
み
笠
を
目
深
に
か
ぶ
っ
た
踊
り
手
が
、
三
味

線
や
胡こ

弓き
ゅ
うの
音
色
と
お
わ
ら
節
の
唄
に
合
わ
せ

た
優
雅
な
舞
い
に
、
多
く
の
観
光
客
ら
が
酔
い

し
れ
る
▼
「
風
の
盆
」
が
行
わ
れ
る
９
月
１
日

ご
ろ
は
二
百
十
日
に
当
た
る
。
台
風
に
悩
ま
さ

れ
る
時
期
で
、
昔
か
ら
風
の
神
を
鎮
め
、
収
穫

前
の
稲
が
風
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と
の

豊
作
へ
の
願
い
を
踊
り
に
込
め
て
き
た
▼
古
く

か
ら
二
百
十
日
や
二
百
二
十
日
は
八
朔
（
旧
暦

８
月
１
日
）
と
と
も
に
「
農
家
の
三
大
厄
日
」

と
い
わ
れ
る
。
清
少
納
言
は
『
枕
草
子
』
で

「
野
分
の
ま
た
の
日
こ
そ
、
い
み
じ
う
あ
は
れ

し
づ
か
な
る　

い
こ
ひ
な
り
け
り
。

　

山
岸
に
、
石
を
撫
で
つゝ

時
經
つ　

と
思
ふ

（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」）

釈　

迢
空

「
伊
豫
の
國
」

挑
戦
す
る
院
友
２
人

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

　

来
年
に
開
催
が
迫
る
２
０
２

０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
。
国
内
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

熱
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
、
関

心
も
広
が
っ
て
い
る
。
外
国
人

観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
客
）

関
連
の
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス

も
盛
況
だ
。
今
号
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
ス
ポ
ー
ツ
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
さ
ら
に
そ
の
先
を

見
据
え
て
挑
戦
す
る
院
友
２
人

を
紹
介
す
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
は
、本
学

の
お
膝
元
で
あ
る
渋
谷
を
拠
点

に
起
業
し
て
３
年
目
の
ジ
ェ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
、大
森

峻
太
さ
ん（
平
25
卒
・
121
期
法
）

＝
東
京
都
渋
谷
区
在
住
。大
森

さ
ん
は
、外
国
人
旅
行
者
向
け

に
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
サ
ー
ビ

ス
や
渋
谷
区
観
光
協
会
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ツ
ア
ー
を
は
じ
め
と
す

る
有
料
ツ
ア
ー
の
企
画
、催
行

を
手
が
け
る
ほ
か
、東
京
都
観

光
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
界
か
ら
は
、東
京

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陸
上
中
・

長
距
離
競
技
で
メ
ダ
ル
獲
得
が

期
待
さ
れ
る
視
覚
障
が
い
選
手

を
ガ
イ
ド
ラ
ン
ナ
ー（
伴
走
者
）

兼
指
導
者
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
星
野
和
昭

さ
ん（
平
16
卒
・
112
期
中
文
）＝

群
馬
県
伊
勢
崎
市
在
住
。星
野

さ
ん
は
本
学
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ

で
、元
上
武
大
学
駅
伝
部
コ
ー

チ
と
し
て
同
大
を
箱
根
駅
伝
の

常
連
校
に
育
て
上
げ
る
一
翼
を

担
っ
た
経
歴
を
持
ち
、現
在
は

仕
事
の
傍
ら
、急
峻
な
山
岳
地

帯
を
登
り
下
り
し
て
タ
イ
ム
を

競
う
ス
カ
イ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
現

役
選
手
で
も
あ
る
。

　

活
躍
の
場
は
異
な
る
大
森
さ

ん
と
星
野
さ
ん
だ
が
、
今
の
日

本
社
会
の
抱
え
る
課
題
へ
の
鋭

い
ま
な
ざ
し
は
共
通
し
て
い

る
。﹇
４
・
５
面
に
関
連
記
事
﹈

　

国
学
院
大
学
久
我
山
高
等
学
校
野
球
部
が
、

７
月
に
行
わ
れ
た
第
１
０
１
回
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
大
会
西
東
京
大
会
で
優
勝
し
、
28

年
ぶ
り
に
甲
子
園
出
場
を
決
め
た
。

　

大
会
３
日
目
（
８
月
８
日
）
に
行
わ
れ
た
１

回
戦
、
前
橋
育
英
（
群
馬
）
と
の
「
関
東
対

決
」
で
は
、
国
学
院
久
我
山
が
７
―
５
で
前
橋

育
英
を
下
し
、
春
夏
通
じ
て
甲
子
園
初
勝
利
を

飾
っ
た
。

　

優
勝
経
験
の
あ
る
前
橋
育
英
に
序
盤
に
２
点

を
奪
わ
れ
る
と
、
三
回
に
２
点
を
挙
げ
同
点
に

追
い
つ
く
な
ど
点
を
取
り
合
う
展
開
。
３
―
５

の
七
回
表
に
先
発
の
エ
ー
ス
高
下
耀
介
選
手

（
３
年
）
の
決
勝
適
時
打
な
ど
５
長
短
打
を
集

め
て
３
点
を
挙
げ
逆
転
し
、
７
―
５
で
逃
げ
切

っ
た
。

13
日
に
行
わ
れ
た
２
回
戦
で
は
、
敦
賀
気
比

（
福
井
）
と
対
戦
し
、
序
盤
か
ら
強
力
打
線
の

勢
い
を
止
め
ら
れ
ず
３
―
19
で
敗
れ
た
。

国
学
院
久
我
山
高
校
野
球
部

28
年
ぶ
り
甲
子
園
で
初
の
校
歌

　

国
学
院
大
学
久
我
山
高
等
学
校
野
球
部

の
第
１
０
１
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手

権
大
会
出
場
に
あ
た
り
、
在
校
生
ご
父

母
、
卒
業
生
、
地
域
住
民
の
皆
様
を
は
じ

め
多
方
面
の
方
々
か
ら
多
く
の
ご
支
援
、

ご
声
援
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
重
ね
て
深

甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

学
校
法
人
国
学
院
大
学

御
礼

産経新聞社提供産経新聞社提供
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法人役員、大学執行部らが
リスクマネジメント研修

　教育機関などで不祥事が頻出する中、学校
法人国学院大学では７月24日と８月１日、法
人役員、傘下校執行部、大学執行部などを対
象にリスクマネジメント研修を行った。同研
修は今回が初めての試み。
　研修には、佐栁正三理事長、針本正行学長
をはじめ約40人が参加。グループワークを交
えて３時間にわたり、危機管理と緊急時の広
報対応などについて外部講師から説明を受け
た。

札幌、滝川で「学び」のイベント
国学院スタディフェスタ

　大学が持つ学術資産を切り口に、多彩な視
点から子どもたちの知的好奇心を育もうと国
学院スタディフェスタが８月３、４日、北海
道で開催された。
　本学と北海道短期大学部が主催した同イベ
ントは今回で３回目。札幌市のサッポロファ
クトリー・アトリウムでは、たまプラーザキ
ャンパスで採れたハチミツと北海道の牛乳に
レモン果汁を混ぜたラッシー作りなど３つの
ワークショップを、滝川市の北海道短期大学
部キャンパスでは、いろいろな火起こし機を
使うアウトドア体験など８つのワークショッ
プを人間開発学部と短大の教員や学生たちが
用意し、２会場を合わせて約1400人の子ども
たちでにぎわった。

　

国
学
院
大
学
博
物
館
が
新
た
に

収
蔵
し
た
浮
世
絵
を
初
公
開
す
る

企
画
展
「
浮
世
絵
ガ
ー
ル
ズ
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
―
江
戸
の
美
少
女
・

明
治
の
お
き
ゃ
ん
―
」
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
講
演
会
「
女
性

美
と
粋
―
江
戸
・
明
治
の
美
人
に

学
ぶ
」
が
７
月
27
日
、
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
＝
写
真
。

　

講
師
を
務
め
る
本
学
客
員
教
授

で
作
家
の
岩
下
尚
史
さ
ん
と
浮
世

絵
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
藤
澤

紫
・
文
学
部
教
授
の
２
人
が
和
装

で
登
壇
し
、
満
員
の
聴
衆
を
前
に

藤
澤
教
授
が
浮
世
絵
を
楽
し
む
た

め
の
基
礎
知
識
や
浮
世
絵
美
人
画

の
系
譜
な
ど
を
紹
介
。
さ
ら
に
江

戸
末
期
の
人
気
絵
師
・
歌
川
国

芳
、
明
治
を
代
表
す
る
月
岡
芳
年

や
豊
原
国
周
ら
の
浮
世
絵
に
つ
い

て
、「
幕
末
の
美
人
画
に
み
る
魅

力
的
な
し
ぐ
さ
」「
明
治
の
美
人

画
に
見
る
暮
ら
し
と
装
い
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、
２
人
に
よ
る
軽
妙

な
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

岩
下
さ
ん
は
「
現
代
は
小
顔
が

美
人
と
さ
れ
る
が
、
江
戸
末
期
は

顔
は
大
き
く
て
も
撫な

で
肩
に
見
せ

る
と
い
う
の
が
一
つ
の
美
の
形
だ

っ
た
」
と
、
当
時
の
美
意
識
が
感

じ
ら
れ
る
浮
世
絵
の
魅
力
を
解

説
。
ま
た
着
物
の
柄
・
し
ぐ
さ
か

ら
察
す
る
美
人
の
身
分
、
美
女
と

と
も
に
画
中
に
描
か
れ
た
風
景
や

椅
子
・
鏡
な
ど
の
工
芸
品
に
注
目

す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
時
代
背

景
ま
で
、
２
人
が
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
読
み
解
き
、
会
場
か
ら
笑
い

を
誘
っ
て
い
た
。
最
後
は
「
今
で

い
う
と
浮
世
絵
は
絵
画
で
あ
る
と

同
時
に
、
情
報
誌
や
広
告
、
メ
デ

ィ
ア
文
化
の
役
割
を
果
た
し
た
」

と
藤
澤
教
授
が
締
め
く
く
っ
た
。

訃報　東名誉教授
　東千尋名誉教授が７月29日に逝去。84歳。
通夜祭は８月３日、葬場祭は同４日にセレモ
ア坂戸駅前会館（埼玉県坂戸市）で執り行わ
れた。
　東氏は昭和10年生まれ。34年国学院大学文
学部卒業、39年東京都立大学大学院人文科学
研究科単位取得退学。34年国学院大学文学部
副手、36年助手、40年専任講師、44年助教
授、52年教授。平成17年定年退職、名誉教
授。専門はギリシャ哲学。

訃報　弘田名誉教授
　弘田嘉男名誉教授が８月27日に逝去。104
歳。葬儀は同31日にさがみ典礼 やすらぎホ
ール埼大通り（さいたま市）で執り行われ
た。
　弘田氏は大正４年生まれ。昭和13年東京帝
国大学経済学部卒業。三菱経済研究所などを
経て40年国学院大学政経学部教授。61年定年
退職、名誉教授。在職中、経済学部第二部
長、図書館長などを歴任した。専門は、国際
経済。
　平成28年には弘田氏の厚志を受け、家計が
困窮している地方出身学生に対した「弘田ふ
るさと奨学金」が設けられた。

岩
下
客
員
教
授
と
藤
澤
教
授

軽
妙
ト
ー
ク
で
浮
世
絵
解
説

本
学
と
宮
家
と
の
縁
を
説
明
す
る
髙
野
裕
基
助
教

宮家伝来の新収蔵品を初公開
―国学院大学博物館

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
と
縁
の

深
い
有
栖
川
宮
・
高
松
宮
両
宮
家

が
受
け
継
い
で
こ
ら
れ
た
貴
重
な

品
々
の
う
ち
、
国
学
院
大
学
博
物

館
が
昨
年
新
た
に
収
蔵
し
た
名
品

を
紹
介
す
る
企
画
展
「
有
栖
川
宮

家
・
高
松
宮
家
ゆ
か
り
の
新
収
蔵

品
」
が
８
月
31
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
の
同
博
物
館
企
画
展
示
室
で

開
幕
し
た
。
10
月
27
日
ま
で
。

　

本
法
人
と
同
博
物
館
で
は
、
明

治
15
（
1
8
8
2
）
年
の
皇
典
講

究
所
創
立
か
ら
縁
の
深
い
両
宮
家

ゆ
か
り
の
品
々
を
有
栖
川
宮
家
の

祭
祀
を
継
承
さ
れ
た
高
松
宮
宣
仁

親
王
妃
喜
久
子
殿
下
の
ご
厚
意
に

よ
り
数
多
く
収
蔵
し

て
い
る
。
今
回
の
企

画
展
で
は
、
本
法
人

と
両
宮
家
と
の
関
わ

り
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
新
収
蔵
の
品

々
を
公
開
す
る
。
貞

明
皇
后
ご
遺
品
の
宝

石
簞た

ん

笥す

や
高
松
宮
妃

喜
久
子
殿
下
の
ご
婚

礼
調
度
な
ど
が
並
ぶ

ほ
か
、
宮
中
の
饗

き
ょ
う

宴え
ん

で
記
念
品
と
し
て
配

ら
れ
た
意
匠
を
凝
ら

し
た
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー

ル
（
菓
子
入
れ
）
な

ど
約
40
点
が
公
開
さ

れ
て
い
る
。

　

企
画
展
に
関
連

し
、
長
佐
古
美
奈
子

・
学
習
院
大
学
史
料
館
学
芸
員
と

髙
野
裕
基
・
本
学
研
究
開
発
推
進

機
構
助
教
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
「
国
学
院
大
学
×
近
代
皇

室
文
化
」
が
9
月
7
日
、
同
博
物

館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
髙
野
助

教
が
本
学
と
宮
家
の
縁
に
つ
い
て

説
明
し
た
後
、
近
代
皇
室
や
華
族

の
歴
史
・
文
化
研
究
が
専
門
の
長

佐
古
氏
が
、
明
治
維
新
以
降
の
皇

室
に
お
け
る
洋
風
文
化
の
変
遷
に

つ
い
て
解
説
。
長
佐
古
氏
は
「
ボ

ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
」
を
「
掌

て
の
ひ
らの
上
の

小
さ
な
外
交
官
」
と
呼
び
、
そ
の

小
さ
い
な
が
ら
も
精
緻
な
意
匠
の

見
ど
こ
ろ
な
ど
を
紹
介
し
た
。

貞
明
皇
后
ご
遺
品
の
宝
石
簞
笥
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学
校
法
人
国
学
院
大
学
は
、
大

学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化

研
究
機
構
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

と
包
括
的
な
連
携
・
協
力
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
７
月
22
日
に

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
調
印
式
が
行

わ
れ
た
。
同
協
定
は
、
両
者
の
教

育
研
究
の
活
動
の
一
層
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
の
普

及
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
学
術

の
発
展
と
人
材
育
成
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

調
印
式
に
は
、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
か
ら
久
留
島
浩
館
長
、
西

谷
大
副
館
長
ら
が
、
本
法
人
か
ら

は
佐
栁
正
三
理
事
長
、
石
川
則
夫

理
事
（
副
学
長
、
文
学
部
長
・
教

授
）、
笹
生
衛
国
学
院
大
学
博
物

館
長
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）
ら

が
出
席
。
代
表
者
が
協
定
書
に
署

名
し
、
握
手
を
交
わ
し
た
。

　

佐
栁
理
事
長
は「
今
回
の
協
定

締
結
を
機
会
に
、学
問
の
発
展
、教

育
の
充
実
を
さ
せ
る
う
え
で
人
材

の
交
流
も
含
め
て
一
層
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。今
回
の
協
定
を

う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
」と
、久
留

島
館
長
は「
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
は
、歴
史
、民
俗
学
、考
古
学
を

三
本
の
柱
と
し
て
い
る
。私
た
ち

と
国
学
院
大
学
の
研
究
が
一
緒
に

な
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」と
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

　

今
回
締
結
さ
れ
た
協
定
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
交
流
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

第

回
19

月
４
日
に
62
歳
で
没
し
た
。

　

神
殿
は
昭
和
５
年
１
月
29
日
に
よ
う
や

く
上
棟
祭
を
迎
え
、
４
月
30
日
に
神
殿

祭
、
鎮
座
祭
を
斎
行
す
る
に
至
っ
た
。
翌

日
の
５
月
１
日
に
御
鎮
座
奉
祝
祭
を
斎
行

し
て
以
後
、
こ
の
日
を
神
殿
鎮
座
の
日
と

定
め
て
記
念
祭
を
大
祭
と
し
て
斎
行
し
て

き
た
。

　

現
在
、
神
殿
で
は
神
殿
鎮
座
記
念
祭
を

は
じ
め
創
立
記
念
祭
や
歳
旦
祭
、
入
学
・

卒
業
の
奉
告
祭
な
ど
が
一
年
を
通
し
て
斎

行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
来
年
令
和
２
年

に
鎮
座
90
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

研
究
開
発
推
進
機
構
助
教　

髙
野
裕
基

　

本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
神
殿
は
、
天

照
皇
大
御
神
を
主
神
と
し
て
天
神
地
祇
八

百
万
神
を
鎮
祭
し
て
い
る
。
本
学
の
鎮
守

で
あ
る
神
殿
の
建
立
に
は
、
本
学
の
経
営

母
体
で
あ
っ
た
皇
典
講
究
所
の
理
事
を
務

め
た
和
田
豊
治
が
寄
与
し
て
い
る
。

　

和
田
豊
治
〔
文
久
元
年
―
大
正
13
年
〕

は
豊
前
中
津
藩
（
大
分
県
）
出
身
の
実
業

家
で
、
同
郷
の
福
沢
諭
吉
の
慶
応
義
塾
に

学
び
、
明
治
17
年
の
卒
業
後
は
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
甲
斐
商
店
に
就
職
、
24
年
に

帰
国
し
、
日
本
郵
船
、
三
井
銀
行
を
経
て

鐘
ケ
淵
紡
績
会
社
に
出
向
し
て
支
配
人
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
欧
州
の
先
進
技
術
を
導

入
し
て
同
社
の
経
営
を
立
て
直
し
、
そ
の

功
績
に
よ
り
44
年
に
藍
綬
褒
章
を
受
け

た
。
大
正
期
に
は
紡
績
業
に
と
ど
ま
ら
ず

種
々
の
事
業
に
関
与
し
て
東
京
商
業
会
議

所
特
別
議
員
や
経
済
調
査
会
委
員
を
歴
任

し
、
実
業
界
の
元
老
と
し
て
著
名
と
な
っ

た
。

　

和
田
が
実
業
界
の
元
老
と
し
て
活
躍
し

た
大
正
期
、
本
学
は
大
学
令
の
公
布
に
伴

い
、
大
正
９
年
４
月
15
日
付
で
名
実
と
も

に
大
学
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
皇
典
講
究
所

長
の
一
木
喜
徳
郎
を
中
心
と
し
て
将
来
に

向
け
た
学
部
・
研
究
施
設
の
充
実
と
飯
田

町
（
現
・
飯
田
橋
）
か
ら
の
全
学
移
転
の

検
討
が
な
さ
れ
、
そ
の
早
期
解
決
を
和
田

の
手
腕
に
期
待
し
て
、
10
年
２
月
25
日
に

専
務
理
事
桑
原
芳
樹
が
和
田
の
も
と
を
訪

ね
て
理
事
就
任
を
要
請
し
快
諾
を
得
た
。

和
田
は
一
木
・
桑
原
と
と
も
に
校
地
校
舎

を
売
却
す
る
段
取
り
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
氷
川
裏
御
料
地
の
払
い
下
げ
に
つ
い

て
も
交
渉
し
、
12
年
に
本
学
の
渋
谷
移
転

が
実
現
さ
れ
た
。

　

和
田
は
皇
典
講
究
所
・
国
学
院
大
学
の

創
立
以
来
、
校
地
に
神
殿
が
な
い
こ
と
を

遺
憾
と
し
、
校
庭
に
学
神
を
鎮
祭
す
る
神

殿
建
立
を
希
望
し
て
、
そ
の
費
用
１
万
５

千
円
を
指
定
寄
付
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
渋
谷
移
転
直
後
の
12
年
９
月
１
日
に

関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
校
舎
復
旧
の
た

め
神
殿
着
工
は
大
幅
に
遅
れ
、
和
田
は
神

殿
の
鎮
座
を
目
に
す
る
こ
と
な
く
13
年
３

実
業
界
の
元
老
・
和
田
豊
治
と
国
学
院

神
殿
建
立
に
寄
与

創建当時の神殿

和田豊治和田豊治

たまプラーザキャンパス
１号館外装工事が終了

　たまプラーザキャンパスでは、昨秋から行
われていた１号館の外装や外構の工事が終わ
り７月末、新たな装いがお披露目された。
　１号館は木材を外観に施した新たなキャン
パスの顔として生まれ変わり、正門付近の垣
根も撤去された。１号館２階と体育館棟屋上
テラスをつなぐスロープが整備され開放的な
空間となった。

国学院雑誌懸賞論文
入選に３人
　平成30年度の国学院雑誌学生懸賞論文の入
選論文が決定した。今回は、第１部門（本学
文・神道文化学部、別科在籍者対象）で入選
に２人、第２部門（本学大学院文学研究科、
専攻科在籍者対象）で入選に１人が選ばれ
た。佳作は該当者がなかった。表彰式は、７
月10日に文学部長室で行われた。受賞者は以
下の通り（敬称略、所属は応募当時）。
第１部門＝ ◆入選▼羽鳥佑亮（日文２）▼竹

内百合香（史４）
第２部門＝◆入選▼張哲（博後文２）
　選考の経緯は、同誌７月号に掲載されてい
る。

令和初の「萬葉の花の会」
２２３人が梅の歌学ぶ

　万葉集を通して自然や文化に親しむ「萬葉
の花の会」の講演会が９月６日、たまプラー
ザキャンパスで開催され、223人が聴講した
＝写真。
　同会は、本学職員らが同キャンパスに植栽
した散策コース「万葉の小径」を開設したこ
とに端を発する。年１回開催されており、今
年で27回目を迎えた。
　万葉集は、元号「令和」の出典として注目を
集めている。令和になって初開催となった今
回は、同会会長を務める辰巳正明・本学名誉教
授ら研究者４人が登壇。令和の典拠となった
歌が詠まれたとされる「梅花の宴」にちなん
で、万葉集に登場する梅の歌を解説した。
　講演題目は、奈良大学の上野誠教授（平２
修・98期博後文ほか）が「『令和』と梅花宴
序―大宰府文学圏―」、進化生物学研究所の
湯浅浩史理事長兼所長が「『萬葉集』の梅」、
本学の大石泰夫教授が「万葉の花―梅と桜と
―」、辰巳名誉教授が「『令和』の時代を開い
た大伴旅人―『梅花の歌三十二首』を読み解
く―」。
　聴講者は、昼食休憩で万葉集に登場する食
材をふんだんに使った弁当を楽しんだ後、７
月末にスロープなどの整備が終わり、移動し
やすくなったキャンパス内や万葉の小径を散
策し、万葉集の世界観を堪能した。

国立歴史民俗博物館と
包括連携協定締結

佐
栁
正
三
理
事
長（
左
）と
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
久
留
島
浩
館
長



視覚障がい者陸上中・長距離競技ガイドランナー、
スカイランナー

星野 和昭さん（平16卒・112期中文）
ジェイノベーションズ代表、Japan Local Buddy代表代表、 p y代表y代

大森 峻太さん（平25卒・121期法）

おおもり・しゅんた
平成元年生まれ、30歳。神奈川
県茅ケ崎市出身。国学院大学在学
中、３度の海外留学を経験。大学
卒業後はカナダに拠点を移し、１
年半かけて海外を巡る。帰国後の
26年、外国人旅行者とボランテ
ィアガイドをマッチングするサー
ビスを始める。28年、インバウ
ンド関連事業を中心に手がける
「ジェイノベーションズ」を設立
して代表に就任。ボランティアガ
イド団体「Japan Local Buddy」
の代表も務める。事業の傍ら、メ
ディアなどで留学やインバウンド
に関する情報を発信している。東
京都観光まちづくりアドバイザ
ー。

ほしの・かずあき
昭和56年生まれ、38歳。群馬県片
品村出身。平成12年、国学院大
学に入学し、陸上競技部に所属。
16年に卒業後、陸上自衛隊に入
隊。その後、上武大学駅伝部コー
チに就任し、同大を４年連続で箱
根駅伝出場に導くなど箱根駅伝の
常連校に育て上げる一翼を担っ
た。現在は、仕事の傍ら日本スカ
イランニング協会理事も務める。
スカイランニングでは2015（平
成27）年のアジア選手権で３
位、16（同28）年の世界選手権
に日本代表として出場。スキーモ
（山岳スキー）では19（同31）
年世界選手権日本代表。

　
　

ガ
イ
ド
ラ
ン
ナ
ー
を
始
め
た
き
っ
か

け
は

星
野
さ
ん（
以
下
、星
野
）　

体
の
ケ
ア
を

す
る
た
め
に
通
っ
て
い
る
前
橋
市
の
鍼しん

き
ゅ
うマ
ッ
サ
ー
ジ
院
の
院
長
か
ら
の
紹
介

で
、全
盲
の
唐
澤
剣
也
選
手（
群
馬
県
立
点

字
図
書
館
所
属
）の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
へ
向
け
た
指
導
と
ガ
イ
ド
ラ
ン
ナ

ー
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。唐
澤
選
手
の
競
技

上
の
障
が
い
ク
ラ
ス
は
最
も
重
い「
Ｔ
11
」

で
す
。高
い
指
導
力
と
競
技
力
が
必
要
で

あ
り
、誰
に
で
も
務
ま
る
役
目
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
し
た
。一

方
で
、私
は
ス
カ
イ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
現
役

選
手
で
あ
り
、仕
事
も
持
っ
て
い
ま
す
か

ら
、時
間
を
つ
く
れ
る
の
か
と
不
安
で
し

た
。そ
れ
で
も
、「
こ
こ
で
断
っ
て
、唐
澤
選

手
の
夢
を
断
念
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」「
私

の
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
経
験
や
実
績
、指

導
歴
を
見
込
ん
で
も
ら
っ
た
ん
だ
」と
考

え
、引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。東
京

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
、既
に
４
年

を
切
っ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

　
　

全
盲
の
選
手
を
指
導
す
る
工
夫
は

星
野　

指
導
者
と
し
て
は
上
武
大
学
駅
伝

部
コ
ー
チ
と
し
て
７
年
間
の
経
験
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
健
常
者
に
対
す
る
指

導
で
あ
り
、
全
盲
の
唐
澤
選
手
に
は
一

切
、
通
じ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
の
指
導
方

法
が
、
い
か
に
視
覚
に
頼
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
視
覚
に
頼
ら
ず
、
知

覚
で
走
り
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

方
法
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
唐

澤
選
手
に
私
の
筋
肉
を
触
ら
せ
て
、
腕
の

振
り
方
を
再
現
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ

る
こ
と
で
し
た
。

　
　

唐
澤
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
る
原

動
力
と
は

星
野　

自
分
の
性
格
を
、
人
の
た
め
に
活

動
す
る
の
が
好
き
な
タ
イ
プ
だ
と
分
析
し

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
て
い
る

こ
と
が
、
自
分
の
喜
び
に
変
わ
っ
て
い
る

と
実
感
で
き
る
の
で
す
。
有
償
で
コ
ー
チ

業
を
し
て
い
た
と
き
に
比
べ
、
今
の
幸
福

度
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
高
い

で
す
。
大
会
に
同
行
し
て
出
場
す
る
た
め

に
長
期
間
仕
事
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
時
間
が
足
り

ず
、
仕
事
を
や
め
た
い
と
思
う
と
き
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
縁
が
あ
っ
て
務
め
て

い
る
ガ
イ
ド
ラ
ン
ナ
ー
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
続
け
る
こ
と
は
、
私
の
宿
命
だ
と

思
う
の
で
す
。

　
　

学
生
時
代
の
思
い
出
は

星
野　

ス
ポ
ー
ツ
推
薦
で
入
学
し
ま
し
た

か
ら
、
陸
上
漬
け
の
学
生
生
活
で
し
た
。

在
学
中
、
国
学
院
大
学
は
私
が
１
年
と
３

年
の
と
き
に
箱
根
駅
伝
に
出
場
し
、
私
は

６
区
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
の
で
す
が
、

発
熱
な
ど
で
実
際
に
走
る
チ
ャ
ン
ス
に
は

恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
経
験
が
な

け
れ
ば
、
卒
業
後
も
指
導
者
や
選
手
と
し

て
の
活
動
を
粘
り
強
く
続
け
て
く
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
生
時

代
の
悲
運
は
、
次
の
人
生
へ
進
む
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
抱

負
を

星
野　

唐
澤
選
手
は
初
の
国
際
大
会
と
な

っ
た
昨
年
10
月
の
ア
ジ
ア
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
）

で
、
Ｔ
11
ク
ラ
ス
陸
上
男
子
５
０
０
０
㍍

金
メ
ダ
ル
、
同
１
５
０
０
㍍
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ

ダ
ル
獲
得
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
唐
澤

選
手
の
そ
の
後
の
競
技
人
生
の
た
め
に

も
、
続
け
て
き
た
努
力
を
実
ら
せ
て
あ
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
唐
澤
選
手
が
金

メ
ダ
ル
を
狙
え
る
環
境
づ
く
り
は
で
き
て

い
ま
す
。
日
本
代
表
に
な
っ
て
、
し
っ
か

り
と
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

2
0
1
6
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
同
じ
視
覚
障
が
い
の
選

手
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
分

も
挑
戦
し
て
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

星
野
和
昭
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
の
で

す
が
、
指
導
と
ガ
イ
ド
ラ
ン
ナ
ー
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形
で
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
毎
日
、
熱
心
に
指
導
し
て
い

た
だ
き
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に

考
え
て
も
ら
っ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
ま
す
。「
自
分
で
考
え
な
い
と

伸
び
な
い
」
と
い
う
厳
し
い
ア
ド

バ
イ
ス
も
、
優
し
さ
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
走
り
で
は
、
自
分
に
欠

け
て
い
る
積
極
性
が
あ
り
、
隣
か

ら
声
を
か
け
て
私
を
引
っ
張
っ
て

く
れ
ま
す
。

　

星
野
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
が
私

の
夢
の
実
現
の
た
め
に
協
力
し
、
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
方

々
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
し
っ
か

り
と
結
果
を
出
し
、
メ
ダ
ル
と
い
う
形
で

恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。

メ
ダ
ル
で
恩
返
し
を

唐
澤
剣
也
選
手

ひ
も
を
握
り
合
い
練
習
に
励
む
星
野
和
昭
さ
ん（
左
）と

唐
澤
剣
也
選
手
＝
前
橋
市
内

　
　

外
国
人
旅
行
者
向
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や
有

料
ツ
ア
ー
な
ど
を
手
が
け
る
き
っ
か
け
は

大
森
さ
ん
（
以
下
、
大
森
）　

学
生
時
代

や
大
学
卒
業
後
に
海
外
を
旅
し
て
気
づ

い
た
の
は
、「
地
域
の
魅
力
を
知
る
に
は

地
元
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
」
で
し
た
。

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、

た
く
さ
ん
の
外
国
人
旅
行
者
が
日
本
に
来

る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
と
地
元
の
人
を
つ

な
げ
れ
ば
、
日
本
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
大
学
２
年
の
と
き
に
国
学
院

大
学
の
学
生
を
中
心
に
立
ち
上
げ
た
国
際

交
流
サ
ー
ク
ル
の
活
動
で
は
、
日
本
人
学

生
の
多
く
が
「
英
語
を
使
う
機
会
が
少
な

い
」
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
一
方
、
外
国

人
旅
行
者
の
大
半
は
日
本
語
が
話
せ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
外
国
人
旅
行
者
と
英
語
を

話
し
た
い
日
本
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
　

活
動
や
事
業
の
広
が
り
は

大
森　

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
軌
道
に

乗
る
ま
で
の
時
期
に
、「
渋
谷
の
街
に
い

る
外
国
人
の
手
助
け
を
し
て
み
よ
う
」
と

思
い
つ
き
ま
し
た
。
学
生
時
代
、
渋
谷
駅

前
で
友
人
と
待
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
、
外

国
人
旅
行
者
か
ら
よ
く
道
を
尋
ね
ら
れ
た

経
験
が
き
っ
か
け
で
す
。
国
際
交
流
サ
ー

ク
ル
の
仲
間
を
誘
い
、「
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ

ｈ　

Ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｅ
ｒ
（
英
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
」
と
手
書
き
し
た
紙
を
持
っ

て
街
頭
に
立
ち
始
め
た
の
が
最
初
で
す
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
地
元
の
渋
谷
区
な
ど

自
治
体
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
を
一

緒
に
で
き
な
い
か
」
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
く
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
渋
谷
駅
前

の
ハ
チ
公
前
広
場
に
あ
る
「
青
ガ
エ
ル
観

光
案
内
所
」
の
運
営
も
、
そ
の
一
つ
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
登
録
数
や

外
国
人
旅
行
者
か
ら
の
依
頼
件
数
も
増
え

る
よ
う
に
な
り
、「
ジ
ェ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ズ
」
を
起
業
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
団
体
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ　

Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｙ
」
の
代
表
に
も
就
き
ま
し

た
。

　
　

通
訳
ガ
イ
ド
の
魅
力
と
は

大
森　

一
つ
は
世
界
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
で
す
。
世
界
を
知

る
こ
と
は
日
本
を
知
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
中
の

人
と
出
会
え
る
こ
と
で
す
。
ガ
イ

ド
の
中
に
は
、
日
本
で
ガ
イ
ド
を

し
た
外
国
人
旅
行
者
と
仲
良
く
な

り
、
海
外
へ
行
っ
た
際
に
ガ
イ
ド

を
し
て
も
ら
っ
た
り
家
に
泊
め
て

も
ら
っ
た
り
す
る
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
世
界
中
に
友
人
の
輪

が
広
が
る
の
は
大
き
な
魅
力
で

す
。

　
　

世
界
と
つ
な
が
る
活
動
や
事

業
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は

大
森　

世
界
は
本
当
に
多
様
だ
と

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
文

化
も
異
な
る
し
、
自
分
で
は
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
当
た
り
前
で
は

な
い
こ
と
と
し
て
日
々
、
起
こ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
も
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
こ
れ
ほ
ど
増
え
る
と
、
日
本
全
体
も

変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
　

学
生
時
代
の
思
い
出
は

大
森　

先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
国
際
交
流

サ
ー
ク
ル
の
活
動
で
す
。
最
盛
期
に
は
国

学
院
大
学
の
学
生
だ
け
で
も
１
０
０
人
を

超
え
る
規
模
に
な
り
、
大
学
の
国
際
交
流

課
に
も
活
動
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
集
ま
り
、

旅
行
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
毎
月

の
よ
う
に
行
い
、
留
学
生
の
出
身
国
の
料

理
を
食
べ
歩
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
自
分
た
ち
が
国
際
交
流
を
活
発
に
す
れ

ば
、
他
の
日
本
人
学
生
も
海
外
に
も
っ
と

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
は
ず
」
と
い
う
思

い
で
し
た
。

　
　

留
学
経
験
者
は
た
く
さ
ん
い
る
中
、

自
ら
の
経
験
を
活
動
や
事
業
に
生
か
せ
た

の
は
、
な
ぜ

大
森　

「
違
い
発
見
力
」
の
よ
う
な
も
の

が
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例

え
ば
米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
私
は
自

由
の
女
神
像
の
近
く
に
あ
っ
た
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
に
関
心
を
持
ち
、
日
本
で
は
ま
だ

珍
し
か
っ
た
自
転
車
を
共
有
し
て
利
用
す

る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
調
べ
て
み
ま
し

た
。
多
く
の
人
は
女
神
像
に
目
を
奪
わ

れ
、
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

仮
に
関
心
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
調
べ
る

ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
一

歩
踏
み
込
ん
で
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
が
自
分
に
は
あ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
　

今
後
の
夢
は

大
森　

現
在
は
関
東
と
関
西
が
活
動
と
事

業
の
中
心
で
す
が
、
日
本
中
に
拡
大
さ
せ

る
こ
と
が
目
標
で
す
。
海
外
を
巡
っ
て
世

界
中
に
友
人
が
で
き
た
こ
と
で
、
世
界
中

の
出
来
事
が
「
他
人
事
」
で
は
な
く
「
自

分
事
」
に
な
り
ま
し
た
。
海
外
で
テ
ロ
や

災
害
な
ど
が
起
き
た
と
き
に
は
、
誰
か
の

顔
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
日

本
の
人
と
世
界
の
人
が
も
っ
と
つ
な
が

り
、
お
互
い
が
当
事
者
意
識
を
持
て
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
平
和
に
も
っ
と
近
づ
け
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

渋
谷
駅
前
の
ハ
チ
公
前
広
場
に
あ
る

「
青
ガ
エ
ル
観
光
案
内
所
」

2020年東京五輪・パラリンピックにむかって、挑戦を続ける院友の大森峻太さんと星野和昭さん。

学生時代の留学経験も含め豊富な海外渡航歴を持つ大森さんは

国際交流にまつわる自らの活動やビジネスの先には「平和がある」、

自身も現役アスリートとして国際的に活躍する星野さんは支援する視覚障がい選手の金メダル獲得に向け、

「世界の舞台で選手の努力を実らせてあげたい」とそれぞれの熱い思いを語る。

2020年
東京五輪・パラリンピックへ

　　 院友たちの挑戦 　　

インタビューの詳細は、本学ホームページ内「国学院大学メディア」に掲載。

視 覚 障 が い 選 手を支える 国 際 交 流 が世界に平和を
からさわ・けんや
平成６年生まれ、25歳。群
馬県渋川市（旧小野上村）
出身。生まれたときから弱
視で、小学４年で視力を失
う。28年、同県立盲学校
高等部卒。今年11月の世
界パラ陸上競技選手権大会
（アラブ首長国連邦・ドバ
イ）へ出場する。
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からの
お知らせ
大学大学大大大大学大大大学学大学学学学学大学学学学学学大学学大学大学大大大大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかからからら学 ららからからかかかかかかかか学か学か学学 らららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 のののののののののののののの
知おお知知お知おおおおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
  ８～９月の災害で 
被災された方へ

内 ８月末の前線に伴う大雨と台風15号
に伴う停電により災害救助法が適用
された地域に主たる家計支持者が居
住し、家計の急変によって学業生活に
支障をきたすおそれのある学生は保
証人（保護者等）と相談の上、下記の大
学各窓口までご相談ください。
対 被害対象地域については本学ＨＰで
確認してください。
問▶学生生活課
　　（☎03・5466・0145）
　▶たまプラーザ事務課
　　（☎045・904・ 7700）
　▶大学院事務課
　　（☎03・5466・0142）

  国学院大学法学会 
懸賞論文を募集

内法律学・政治学に関するテーマで懸
賞論文を募集します。優秀な論文に
は賞状が授与され副賞（最優秀賞：図
書カード10万円分、優秀賞：同５万円
分、佳作：同３万円分）が贈られます。
対本学法学部の在学生

申 令和２年１月21日㈫15時までに、
論文（Ａ４サイズ１ページあたり
40字×30行の横書きで脚注を含め
10～40枚。本文の前に目次を付け
る）と800～1000字程度の要旨を２
部ずつ、表紙と要旨（Excel形式） 
と原稿（Word形式）の２つのファ
イルを保存したＵＳＢメモリを、法
学部資料室へ提出してください。
　※ 政治専攻のスタディ・ペーパーで
作成した論文は応募できません

問法学部資料室
　（☎03・5466・0304）

  国学院大学経済学会 
懸賞論文を募集

内 経済学部各学科の各コース内容に関
するテーマで懸賞論文を募集しま
す。優秀な論文には賞金（最優秀賞
５万円、優秀賞３万円、佳作１万
円）が贈られます。
対 経済学部在学生の個人またはグルー 
プ（３人以内）
申 12月２日㈪～６日㈮正午の期間
に、論文（Ａ４サイズ１ページあた
り1200字 程 度 で10枚 以 上。600字
以内の要旨を本文の前につけたも
の）２部と経済学部ＨＰ（https://
www . k o k u g a k u i n .  a c . j p /
event/128749）からダウンロード
した受付票・個人情報利用承諾書、
Word形式の論文を保存した記憶媒
体（CD-R/RW・DVD-R/RW・ＵＳＢメ
モリのいずれか）を経済学部資料室
へ提出してください。
問経済学部資料室
　（☎03・5466・0342）

  国学院雑誌 
学生懸賞論文の募集

内 未発表の学術論文であれば題目は問
いません（卒業論文も可）。優秀な 
論文には賞状と副賞（入選５万円、 
佳作３万円）を贈呈し、国学院雑誌 
への掲載を予定しています。
対 ▶ 第一部門＝本学文学部・神道文化
学部・別科在籍者

　▶ 第二部門＝本学大学院文学研究科 

・専攻科在籍者
申 令和２年３月31日㈫までに、論文 
（400字詰め原稿用紙換算40～50枚
で、800字程度の要旨を添付）の原稿と
テキストデータを、文学部資料室国学
院雑誌編集係へ提出してください。
問文学部資料室
　（☎03・5466・4812）

イベント

  第45回日本文化を知る講座 
「大嘗祭の歴史」

内 国学院大学研究開発推進機構主催で
45回目を迎える本講座は、皇位継承
儀礼として執り行われる「大嘗祭」
について取り上げます。国学院大学
が誇る教授陣がそれぞれ得意とする
分野から「大嘗祭」を論じます。定員
250人（先着順）、参加無料。
　▶ 第１講（13時10分～14時10分）
　　 「古代の大嘗祭と大嘗宮」講師：
笹生衛・国学院大学博物館長／神
道文化学部教授

　▶ 第２講（14時20分～15時20分）
　　 「近世の東アジアと大嘗祭の再
興」講師：根岸茂夫・校史・学術

資産研究センター長／文学部教授
　▶ 第３講（15時30分～16時30分）
　　 「大嘗祭とその時代」講師：武田
秀章・研究開発推進機構長／神道
文化学部教授

日10月12日㈯
時13時～16時30分
場渋谷キャンパス常磐松ホール
申 10月５日㈯までに大学ホームペー
ジ内の申し込みフォームまたは、郵
便番号・住所・氏名（フリガナ）
・電話番号・「日本文化を知る講
座」参加希望と明記の上、はがき
（〒150-8440 東京都渋谷区東4-10-
28国学院大学研究開発推進機構事
務課）・ＦＡＸ（ふ03・5466・
9237）で申し込む。
問研究開発推進機構事務課
　（☎03・5466・0104）

合合   本学が参加予定の進学相談会

内 本学では、10月に埼玉県で開催さ
れる進学相談会に参加予定です。本
学への進学をお考えの受験生、保護
者の方はぜひご来場ください。
日10月17日㈭
時16時30分～18時
場川越東武ホテル
問入学課（☎03・5466・0141）
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  後期スタートガイダンス
内 本格的に始まる就職活動に向けてど
のような準備・対策を行えば良いの
かや、書類・自己ＰＲ対策と業界・
企業研究についてお伝えします。
日 ・時10月２日㈬３限か５限、３日
㈭６限。４日㈮６限
　※ 全４回は同じ内容になるため、い
ずれかの時間帯に出席を

対３年生

  業界セミナー
内 超大手優良企業の採用担当者をお招
きし、業界と企業の説明会を行いま
す。積極的に参加し、志望業界への

理解を深めましょう。まだ志望先が
決まっていない人は、企業のお話を
聞いて興味・関心を広げましょう。
日・時10月７日㈪～12月13日㈮
　 月・火・木・金の５限と６限、水の
３限と４限
対１～３年生

  夏季インターンシップ事後研修
内 インターンシップの経験を価値ある
ものにするには、今後の目標設定や
取り組みに向けて行動に移す事が重
要です。振り返りを行い課題を明確
にし、今後の成長へつなげましょう。
日・時10月２日㈬４限～５限
対１～３年生
※ 詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡよ
り行って下さい

博物 館博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博物物博博博博博物 館物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館館物 館館物 館館物物物物物物 館物物 館館館館館物 館館館館館物物物物
料無料
時 10時～18時（入館は17時30分まで）、
９月30日㈪は休館

  百舌鳥・古市古墳群世界遺産登録記念
特集展示「王権と古墳－倭国
統合の象徴－」

内本展では、単なる墓ではない巨大人工
物－古墳－の姿を点検しながら、古墳
の始まりと終わりや、葬祭と神祭との
関わりに注目し、疑問を解決する糸口
の幾つかを示していきます。
日10月27日㈰まで
※ 博物館関連イベントの問い合わせは
　☎03・5466・0359

【渋谷キャンパス　校友課】　〒150-8440 東京都渋谷区東4-10-28　　☎03（5466）0131　 hcd@kokugakuin.ac.jp
【たまプラーザキャンパス　たまプラーザ事務課】 　〒225-0003 横浜市青葉区新石川3-22-1　　☎045（904）7700　 hcd@kokugakuin.ac.jp

［対　　象］院友（卒業生）とそのご家族・ご友人　［参加費］無料
［予約方法］大学ホームページ▶卒業生▶ホームカミングデー▶事前申込
［ホームカミングデー詳細ページ］https://www.kokugakuin.ac.jp/graduate/homecomingday
　　　　　　　　　　　　　　　　　 https://www.facebook.com/kokugakuin.hcd/
　　　　　　　　　　　　　　　　　 https://www.instagram.com/kokugakuin_homecomingday/

９月25日㈬正午から申し込み受付開始

10月19日（土）
渋谷キャンパス：10時30分～
たまプラーザキャンパス：13時30分～

HP
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　東京都大学サッカー連盟１部に所属する本学蹴
球部が、今季リーグ戦で前期１位の好成績を収め
た。現在は後期の戦いのまっただ中だが、ここ最
近のシーズンではリーグ優勝に最も近づいたとい
える。今季優勝すれば平成21年度以来、10年ぶ
りの１部リーグ優勝となり、このとき以来となる
「関東大学リーグ昇格」も射程に入る。佐藤大介
主将（ＤＦ・経４）＝写真中央＝は「これまでの
チームでは想像できないような世界にたどり着い
たという感じ。後輩たちに関東大学リーグという
素晴らしい環境でプレーさせてやりたい」と悲願
成就に意欲をみせる。
　１部所属は本学を含めて10チーム。本学は前
期９試合を６勝２敗１分（15得点、８失点）で
終え、首位で折り返した。山本アマディン副将
（ＦＷ・健体４）＝同左＝が「関東大学リーグ昇
格という目標の中で、首位で折り返せたのはとて
もいい出来だった」と振り返れば、比留間公祐副
将（ＭＦ・経４）＝同右＝も「この４年間で首位
は初めて。素直にうれしい」。
　好調の要因となった一つが激しいポジション争
いだ。「新入部員に即戦力が多く、上級生といえど
も死にものぐるいで臨まないとスタメンに入れな

い。練習に活気が生まれた」と佐藤主将。今季から
定期的に始めた選手ミーティングも奏功した。山
本副将は「全学年で構成するトップチームのミー
ティングで１、２年生も積極的に発言できる」と
〝風通しの良さ〟を強調。比留間副将も「チームに団
結力が生まれた」と手応えを感じている。
　課題も見えてきた。後期の目標として、①チー
ム全体で20得点以上②上位チームからも着実な
勝ち点の積み上げ－を主に掲げている。
　４年生部員にとっては学生選手生活の集大成と
なる残りの試合。卒業後、プロの世界を目指す山
本副将は「一日一日を無駄にできない。今から
『見られている』ことを意識しながらプレーに臨
んでいる」、同じく比留間副将も「目に見える結
果を出し、次のステップへつなげたい」と語り、
リーグ優勝とその先に見据える関東大学リーグ昇
格をプロ入りに向けた自信にするつもりだ。
　一方、佐藤主将は卒業後、保険会社に就職し、
サッカー生活にはひと区切りつけるという。「４
年間お世話になった監督や（サッカーを始めた）
幼稚園児のころから試合のたびに応援に来てくれ
る両親への恩返しに、結果を出して成長した姿を
見せたい」と誓った。

団体・個人の成績
蹴球部＝東京都大学リーグ１部後期が８月
25日から始まった。９月８日に第13節を終
え、８勝４敗１分・勝ち点25で山梨学院大
学に次ぐ２位につけた。第13節の帝京大学
戦は後半14分、23分に矢野友尊選手（法
３）が連続ゴールで２点をリード。終盤に１
点を返されたが、46分に矢後佳也選手（法
４）が追加点を決め３－２で逃げ切った。
ソフトテニス部＝全日本学生ソフトテニス大
会が８月６～10日に盛岡市太田庭球場など
で行われ、大学対抗戦で男子はベスト８、女
子はベスト16だった。男子シングルスでは
谷岡凌太朗選手（健体３）がベスト16。

強化部会主なスケジュール
（９、10月）
硬式野球部＝東都大学野球秋季１部リーグ　
対中央大①〔10／８（火）９：00・神宮球
場〕、同②〔10／９（水）９：00・同〕、対
東洋大①〔10／15（火）11：30・同〕、同②
〔10／16（水）９：00・同〕、対亜細亜大①
〔10／22（火）14：00・同〕、同②〔10／23
（水）11：30・同〕
柔道部＝全日本学生柔道体重別選手権大会
（男子38回、女子35回）〔９／28（土）～29
（日）・秋田県立武道館〕、全日本学生柔道体
重別団体優勝大会（男子21回 女子11回）〔10
／19（土）～20（日）・ベイコム総合体育館
（兵庫県尼崎市）〕
陸上競技部＝第31回出雲全日本大学選抜駅
伝競走〔10／14（月・祝）13：05・出雲大
社正面鳥居前（島根県出雲市）～出雲ドーム
前（同）〕
蹴球部＝東都大学サッカー１部リーグ戦　
対大東文化大〔９／22（日）〕、対東京農業
大〔９／29（日）〕、対明治学院大〔10／６
（日）〕、対東京大〔10／13（日）〕※時間、
場所は未定
卓球部＝第86回全日本大学総合卓球選手権
大会・個人の部〔10／24（木）～27（日）
・島津アリーナ京都（京都府立体育館、京都
市）〕
ラグビーフットボール部＝関東大学ラグビ
ー・リーグ戦グループ２部　対立正大〔９
／22（日）11：00・国士舘大G〕、対朝鮮大
〔10／５（土）11：00・東洋大G〕、対国士
舘大〔10／13（日）11：00・国学院大G〕、
対東洋大〔10／27（日）11：00・国士舘大
G〕

10年ぶりの1部優勝へ10年ぶりの1部優勝へ
「チームに団結力」「チームに団結力」 蹴球部

　東都大学野球秋季１部リーグが９月10日、開
幕した。春季3位の本学硬式野球部は、平成22年
秋以来の優勝を目指す。開幕カードは駒沢大学と
対戦。１回戦では、二回表に２点を先行すると、
四回表に４本の安打に四球、敵失なども絡み打者
11人で７点を奪った。
　先発の横山楓投手（健体４）は７回２失点と試

合を作り、開幕戦を白星で飾った（９－２）。
　翌日の２回戦は、初回から投手陣が打ち込まれ
４－９で敗れた。勝ち点のかかる３回戦は四回表
に２本の適時打で先制すると、１回戦に続き先発
した横山投手が６回３安打無失点と好投。２番手
・諸見里俊投手（経３）も３回を投げて１安打無
失点と相手打線を抑え、２－０で勝利した。

東都開幕　白星スタート 硬式野球部

東京学生新井選手3位
柔道部

　９月に秋田県で行われる全日本学生体重別選手
権大会の予選となる東京学生柔道体重別選手権大
会が８月17日、日本武道館（東京都千代田区）
で行われ、本学柔道部からは男子の各階級に18
人が出場した。
　男子66㎏級では、新井雄士選手（史２）＝写
真上＝が、準々決勝で鈴木練選手（東海大）から
一本勝ちを収めるなど順調に勝ち進んだ。準決勝
では、延長の末、長尾崇文選手（日本体育大）に
一本負けを喫し３位入賞が決まった。新井選手は
「今日はのびのび試合ができた。全日本学生では

優勝を目指したい」と話した。
　このほか、男子81㎏級で長澤大雅選手（健体
３）、常見昴世選手（法２）がベスト８。男子90
㎏級で斉本研アレクサンドル選手（健体１）がベ
スト16に入り、推薦枠で出場権を獲得している
男子73㎏級の島田隆志郎選手（健体４）ととも
に全国大会出場を決めた。

柔道部 相田選手に
文部科学大臣顕彰
　スポーツ功労
者顕彰などに係
る文部科学大臣
顕彰および表彰
式が７月23日、
都内のホテルで
開催された。昨
年度開催された
各競技の世界選手権などで優秀な成績を収め
た選手らに対して、文部科学大臣がその功績
をたたえるもので、本学からは昨年10月に
行われた世界ジュニア柔道選手権で３位入賞
を果たした相田勇司選手（法２）＝写真＝が
表彰された。
　相田選手は表彰式後、「11月の講道館杯で
の優勝を目指して頑張っていきたい」と今後
の抱負を語った。
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　天皇の命令によって編まれた初めての勅撰和
歌集『古今和歌集』全20巻（10世紀初め成立）
は、日本文化の規範を考えるとき正典ともいうべ
き作品であり、その影響力は計り知れない。ただ
し、その全文口語訳が生み出されるには、約900
年のときを待たねばならなかった。
　寛政５（1793）年頃にその原稿が出来上がっ
たという『古今集遠鏡』は、国学四大人のひと
り本居宣長[1730―1801]によって著された口語
訳であり、本学図書館所蔵の１本はそのうちの巻
14から16までをおさめる自筆稿本の５冊目にあ
たる。宣長は、在原業平の恋歌「月やあらぬ春や

むかしの春ならぬ我身ひとつはもとのみにして」
を次のように口語訳している。
　「月はやっぱり去年のとほりの月ぢゃ 〈略〉 な
んにも去年とちがうた事はないに ただおれが身
一つばっかりは 去年のままの身でありながら 去
年逢た人にあはれいで その時とは大きにちがう
た事わいの さてもさても去年の春が恋しい」
　「～ぢゃ」「おれ」「～わいの」など当時の話
し言葉が見られるのが、なんとも面白い。『古今
集』と現代との距離を縮めてくれる作品である。
荒木優也
（本学兼任講師・研究開発推進機構客員研究員）

月はやっぱり去年のとほりの月ぢゃ

国学院大学図書館所蔵（デジタルライブラリーで公開中）

本居宣長自筆稿本『古今集遠鏡』

陸上競技部・長距離男子チーム

「大学三大駅伝」へ
勝ちにいく
　平成最後の箱根駅伝で総合７位、全日本大学駅
伝で６位と国学院大学としての最高順位を記録し
た陸上競技部・長距離男子チーム。令和初の今季
は出雲・全日本・箱根の「大学三大駅伝」に、初
めて同一シーズン中に３つのレースに挑む。夏前
に行われた各地の大会や記録会でも選手たちは好
成績を挙げ、10月開幕の駅伝シーズンに弾みを
つけた。チームを率いる前田康弘監督は「盤石な
主力を並べて勝ちに行く。箱根をピークとし、前
哨戦の出雲、全日本ではこれまでの最高順位の更
新を目指す」と意欲をのぞかせる。
　５月に関東インカレ２部ハーフマラソンで優勝
を成し遂げた土方英和主将（健体４）は「ユニバ
ーシアードの代表を取れなかったので満足できな
い」としながらも、メンバーが次々と自己記録を
更新する現状には手応えを感じ、「調整は順調。
主力も故障なく合宿に入り、故障者も復帰してく
る。チームとしては非常に良い形」と話す。さら
に「今季は勝負の年。『歴史を変える挑戦』をス
ローガンに掲げているので、より強い国学院を見

う他校の選手と張り合いた
い。浦野さん、土方さんら
が卒業しても、結果を出し
続けることでチームを牽

けん

引
いん

していきたい」と熱い思い
も秘めている。
　「箱根は別格」と言い続
ける前田監督にも悩みはあ
る。「理想的なのは出雲と全日本で若い選手の経
験値を上げさせてから箱根というパターン。た
だ、ラストイヤーの４年生は全て勝ちたいはず。
育成と勝利のバランスが難しい」。そんな思いを
にじませながらも、「東洋、青学、東海、駒沢の
４強を脅かしたい。巡ってきたチャンスを物にで
きるかは我々の力量次第。一発当てるのではな
く、今後につながる常連校を目指す」と締めくく
った。

せたい」と主将としての決意を語る。
　１月の箱根駅伝で山上り（５区）の区間記録
を塗り替えた浦野雄平選手（経営４）は今季、
5000㍍、10000㍍ともに国学院大学記録を更新
し、順調な仕上がりぶりを見せている。「ミスが
許されないのが駅伝での自分の立ち位置。好走以
外は全部失敗だと思っているので、結果を出さな
ければ。それぐらいの思いや責任を背負って走る
ことがエース像」と頼もしい。
　ルーキーイヤーの箱根で１区を任された藤木宏
太選手（神文２）は春先に故障を経験したが、
既に練習に復帰した。「結果が出ないと楽しくな
い。結果が出ればつらい練習が報われる。結果が
出なくても、それを次のレースの起爆剤に」とあ
くまで前向きに自身の走りと向き合っている。土
方主将、浦野選手らの背中を追いながら三大駅伝
に挑む２年生は、「先輩が余裕を持って走れるよ

　第88回日本学生陸上競技対校選手権大会が９
月12～15日、岐阜メモリアルセンター長良川競
技場（岐阜市）で行われた。本学陸上競技部から
は、男子10000㍍、男子5000㍍、男子800㍍に
６選手が出場。男子10000㍍では、主将の土方

英和選手が日本人トップとなる３位に、藤木宏太
選手が４位に入った。
　土方選手はレース終盤、残り１キロで３位集団
から抜け出すと一気に後続を振り切り、28分47
秒40でゴールテープを切った。藤木選手も４秒

差の28分51秒70で続いた。
　この他、男子5000㍍では浦野雄平選手が、13
分58秒59で５位入賞、男子800㍍では予選を突
破し決勝に進んだ佐々木亮介選手（神文３）が、
１分53秒84で７位入賞をそれぞれ果たした。

陸上競技部 全日本インカレ 土方選手が３位

前田康弘監督

藤木宏太選手土方英和主将 浦野雄平選手

速 報
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